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1. はじめに
　クライアントデータセットを使用する
と、サーバー上のデータをローカル PC
のキャッシュ上に保持できるが、そのメ
リットとは何だろうか。
　Delphi/400 は、クライアントデータ
セットを使用しなくても、IBM i（AS/ 
400）との通信パフォーマンスが高い。
だが、キャッシュ上のデータにアクセス
することで、サーバー（IBM ｉ）との
通信回数を減らすことが可能になり、さ
らにパフォーマンスのよいアプリケー
ションが作成できる。それだけでなく、
キャッシュ上にあるという特性を生かし
た機能が用意されているため、さまざま
なオペレーションが簡単に実現できる。

2. 使用コンポーネント
　ローカルキャッシュ上でサーバー上の
データを扱う場合、TClientDataSet を

使用する。その時にサーバーへ接続する
データセット（TTable、TQuery 等）
とこの TClientDataSet をつなぐため
に、TDataSetProvider もあわせて利用
する。
　TTable のデータを TDBGrid に表示
するプログラムを例にしてみよう。
　通常であれば、4 つのコンポーネント
がプロパティで関連付けられている。こ
れに、TDataSetProvider、TClientData 
Set の 2 つのコンポーネントを加え、プ
ロパティの関連付けを行うだけで、ロー
カルキャッシュ上でデータを扱える。
　なお、TDBGridに表示するデータセッ
トは TTable から TClientDataSet にな
るため、TDataSource のプロパティを
TClientDataSet に変更しておく。【図 1】

　以上の処理で、TClientDataSet を操
作すると、キャッシュ上のデータを操作
することになる。また、TTable と基本
的な操作は同じであるため、違和感なく
利用できる。

3. データ操作
　実際に、どのようなことが行えるのか
を説明していこう。

レコード移動

　First、Last、Next、Prior などの標準
のデータセットメソッドが使用できる。
　また、キャッシュ上にデータを保持す
る TClientDataSet 独自の方法として、
RecNo プロパティでレコード番号を指定
して位置付けを行える。【ソース 1】【図 2】
　なお、この RecNo プロパティは、現
在のレコード位置を取得することもでき
る。【ソース 2】【図 3】
　また、リレーショナルデータベースで
は、基本的に RecCount プロパティで
レコード件数の参照は行えないが、
TClientDataSet では取得可能である。

【ソース 3】【図 4】

フィルタ処理

　TTable はフィルタ処理でレコード抽
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出を行えるが、TClientDataSet でも可
能である。【ソース 4】【図 5】
　画面で条件を指定して、そのデータを
抽出するケースを考えてみよう。
　SQL を使用して条件抽出する場合、
SQL は条件を変更する度に「サーバー
への要求」→「サーバー上での処理」→

「サーバーからの送信」という処理が発
生する。
　一方、TClientDataSet は、キャッシュ
上にデータがすでに取り込まれているた
め、それが不要になる。つまり処理が高
速で行える。

インデックスの作成

　TClientDataSet は自由にインデック
スを変更できるので、データの並び替え
も行うことができる。
　方法には、次の 2 通りがある。

（1）IndexFieldName プロパティで指定
　1 つのフィールドで昇順に並び替えを
行う時、このプロパティにフィールド名
を文字列で設定する。
　例えば、DBGrid のタイトルクリック
時にその列フィールドで並び替えを行う
のであれば、ソースのように記述するこ
とで、インデックスの切り替えが可能に
なる。【ソース 5】

（2）IndexDefs プロパティで指定
　こちらのプロパティを使用すれば、複
数のフィールドで並び替えができる。イ
ンデックスを作成し、その Fields プロ
パティでインデックス項目を指定する。
　フィールドの区切りはセミコロン「;」
なので、例えば「日付（HIZUKE）」「売
上金額（URIK）」の順であれば、Fields
プロパティで次のように記述する。

・Fields プロパティ値：HIZUKE;URIK

　設定後、TClientDataSet の Index Na 
me プロパティで指定することで、この
インデックスが反映される。【図 6】【図 7】
　また、特定のフィールドを降順にする
こともできる。前述の Fields プロパティ
のうち、降順にするフィールドを DescFi 
elds プロパティに記述するだけである。
　例えば「売上金額（URIK）」だけ降
順にするのであれば、DescFields プロ
パティに次のように記述するだけで、「日

付（昇順）」「売上金額（降順）」の順にデー
タが並び変わる。【図 8】

・DescFields プロパティ値：URIK

　上記のように、コード内で Fields プ
ロパティと DescFields プロパティを書
き換えることにより、降順 / 昇順を切り
替えることができる。複数のフィールド
を記述する時には、Fields プロパティ
と同様にセミコロン「;」を使用する。
　最後に、並び替えの項目を変更するに
は、以下のようにする。
　ソース例では、2 つのインデックスを
用意し、切り替えを行っている。【ソー
ス 6】

（1）IndexFieldName プロパティで指定
　プロパティ値を変更する。

（2）IndexDefs プロパティで指定
　IndexDefs プロパティで詳細なイン
デックス情報を複数設定し、IndexName
プロパティで IndexDefs プロパティの設
定名を変更する。

集計項目

　TClientDataSet には集計項目と呼ば
れるものがあり、合計値や平均値などが
取得できる（※）。また図表に、集計演
算子をまとめた。【図 9】
　利用するには、データセットに項目を
追加する方法を用いる。「項目の新規作
成」で、「型」を Aggregate、「項目の種
類」は集合体にすると項目が追加される。
　例えば、合計値を求めたい時には、Ex 
pression プロパティに SUM 演算子を使
用した式を記述する。また、Active プロ
パティを True にしなければならない。
　表示は TDBEdit を使用すると、TDB 
Grid上の明細データ値を変更した時にも、
即座に反映される。その際、項目の表示
形式を Alignment や DisplayFormat プ
ロパティで設定できる。【図 10】【図 11】

※注意
　集計対象となるのはキャッシュされているレコー
ドだけなので、後述のPacketRecordsプロパティ
を指定している場合、全レコードでなくキャッシュ
されているレコード内の集計や平均となる。

計算項目/内部計算項目

　通常のデータセットでも計算項目は存

在するが、TClientDataSet には計算項
目とは別に、内部計算項目がある。計算
項目はレコードが変更されたり項目編集
が行われる度に発生するのに対し、内部
計算項目はデータとして保存され、項目
として扱うことが可能である。
　分かりやすい例として、計算項目で
ソートする場合を見てみよう。
　まず、計算項目として粗利を作成する。

【図 12】【ソース 7】
　実行してみると、TDBGrid への表示
は問題なく行われる。【図 13】
　次に、計算項目である「粗利」でソー
トを行うために、ボタンで記述し実行し
てみると、エラーが発生してしまう。

【ソース 8】【図 14】
　これを内部計算項目に変更してみよう。
変更する場合には、計算項目フィールド
の FieldKind プロパティを fkCalcula 
ted から fkInternalCalc に変えることで
行える。この状態で再びソートを行うと、
正常に並び替えが行われている。【図
15】
　計算項目では内部計算項目と異なり、
データが保存されずその度に計算される
ので、ソートを行う場合などには利用で
きない。その際には、内部的に保存され
る内部計算項目を使用する。

4. 更新処理

キャッシュ上での更新

　更新処理を行うメソッドは通常のデー
タセットと同じで、Insert、Edit、Dele 
te、Post を使用する。また、TDBGrid
上で直接操作したり、TDBNavigator
から行うことも同じである。さらに、
CancelUpdates メソッドを呼び出すと、
すべての変更を取り消すことができる。

サーバーへの更新適用

　キャッシュ上のデータ変更をサーバー
側へ反映させる処理が必要であるが、
ApplyUpdates メソッドを呼び出すだ
けである。
　ただし、キャッシュ上のデータ変更を
サーバー側へ一括で反映させるという機
能上、トランザクション処理が必要であ
る。BDE接続の場合、以下の2点を行う。



35

図6

図7

図8



36

● IDCO400 ドライバのパラメータの
TRAN_ISOLATION が、 ＊NONE
以外の値が設定されていること。

 （値は＊CHG、＊CS、＊ALL で、IBM 
i 上のコミットメント制御に同じ）。

● IBM i（AS/400）上で、対象ファイル
のジャーナルが開始されていること。

エラーの取得

　ApplyUpdates メソッドの引数は、そ
の数のエラーが更新時に発生した場合に
処理を停止する。
　ApplyUpdates（-1）と引数を「-1」に
すると、エラー数に制限がないことにな
るが、「0」にするとエラーが発生した時
点で更新処理が停止する。
　なお、戻り値は発生したエラー数を返
すので、エラー発生時にメッセージを表
示したり、トランザクション時にロール
バックしたりといった制御を行うことも
できる。【ソース 9】
　また、TDataSetProvider の OnUpda 
teError で、ApplyUpdates 時のエラー
を捕らえることができる。【ソース 10】

5. 注意点

データ量

　TClientDataSet はとても便利な機能
であるが、一旦すべてのデータをキャッ
シュ上に取り込むため、データ量が膨大
だと時間が非常にかかることがある。そ
の場合には、PacketRecords プロパティ
を利用する方法が考えられる。
　例えば、TDBGrid にデータを表示す
る場合、データ量があまりにも多いと全
件を読み込むには時間がかかるため、な
かなかデータが表示されない。しかし、
PacketRecords プロパティの値を 1 画
面の表示データ件数分とすると、データ
の表示が早くなる。
　スクロールダウンする時には次のデー
タの読み込みが行われるが、反対にスク
ロールアップする時には、以前のデータ
がキャッシュ上に残されているので、メ
モリにアクセスし表示は速い。
　しかし、スクロールの途中で読み込み
が完了していない状態では、キャッシュ
上にはすべてのデータが存在しておらず、
集合体やソート処理などが行えないため、

せっかくの機能が十分活用できない。
　このため、膨大なデータの時には全件
を取り込むのではなく、ある程度サー
バー上でデータを絞り適切な件数になる
ようにした方がよい。それによって本来
の TClientDataSet の機能を十分活用し
つつ、速度も得られるようになる。

レコードの順序

　文字コードの関係で、AS/400 では並
び順が「アルファベット→数字順」にな
るが、PCでは「数字→アルファベット順」
となる。
　このためローカルに取り込んだ時、イ
ンデックスが英数混在の項目の場合、
TClientDataSet では PC 上の並び順に
なる。もし IBM i（AS/400）での並び
順とするのであれば、TDataSetProvider
の Options プロパティにある poRetain 
ServerOrder を True に設定する。これ
だけでレコードの順序が IBM i（AS/ 
400）と TClientDataSet で一致する。
　なお、別端末からサーバー上のデータ
が更新される場合、一旦キャッシュ上に
取り込まれたデータと差異が生じること
がある。このため変更されやすいデータ
については、ローカルキャッシュの活用
は適していない。

midas.dllの配布

　TClientDataSet を使用したアプリ
ケーションの配布時についてだが、mid 
as.dll も同時に配布する必要がある。し
かし、Delphi7 以降であればアプリケー
ションの uses 節に midaslib を追加する
方法で、この dll の配布が不要になる。

6. まとめ
　よく利用されるであろう機能を簡単に説
明したが、容易に利用できることやそのメ
リットを実感していただけただろうか。
　すべてを紹介しきれなかったが、興味
を持たれたのであれば、Delphi のヘル
プにも記載されているので、ぜひ一度目
を通していただきたい。
　なお、パフォーマンスについてはサー
バー上での処理速度も当然ながら大きく
影響するため、その点の考慮も必要であ
ることはいうまでもない。とはいえ、通
信回数を減らすという面では、クライア

ントデータセットは非常に有益である。
　RPGやCLの実行をはじめとするサー
バー側の機能のみならず、ローカル
キャッシュも十分活用していただき、
Delphi/400 の性能を十分に引き出して
もらいたい。
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